
 

２０２６年６月１０日 

四 国 電 力 株 式 会 社  

 

 

伊方発電所における通報連絡事象（２０２６年５月分）および 

通報連絡事象に係る報告書の提出について 
 

 

○ ２０２６年５月に、当社から愛媛県および伊方町ほか関係自治体に通報連絡した事象

は以下のとおりであり、法律に基づく報告事象に該当するものではなく、また、環境へ

の放射能の影響もありませんでした。 

 

事   象 発生月日 発表月日 県の公表区分 

１．伊方発電所３号機 ７５ｋＶＡ電源車の 

起動試験時の不具合について 
5月 18日 6月 10日 Ｃ 

２．伊方発電所における協力会社作業員の負傷

について 
5月 18日 5月 19日 Ａ 

 

○ 過去に発生した以下の通報連絡事象について、その後の調査結果を踏まえた原因と 

対策をとりまとめ、愛媛県および伊方町ほか関係自治体に報告書を提出いたしました。 

 

事   象 発生月日 発表月日 県の公表区分 

１．伊方発電所２、３号機 緊急時対策支援 

システムへのデータ伝送停止による運転上

の制限の逸脱について 

4月 13日 4月 13日 Ｂ 

県の公表区分 Ａ：即公表 

Ｂ：48時間以内に公表 

Ｃ：翌月 10日に公表 

ＰＰ：可能となった段階で速やかに公表 

 

 

（別紙１）伊方発電所における通報連絡事象の概要（２０２６年５月分） 

（別紙２）伊方発電所における通報連絡事象の報告書概要 

 

 

 

以 上  



 

 

 

 

別紙１ 

 

伊方発電所における通報連絡事象の概要（２０２６年５月分） 
 

１．伊方発電所３号機 ７５ｋＶＡ電源車の起動試験時の不具合について 

 

通常運転中の伊方発電所３号機において、５月１８日１６時４５分、７５ｋＶＡ  

電源車※１(予備)の定期試験前の点検中、１台の発電機が起動しないことを確認   

しました。 

その後、７５ｋＶＡ電源車（予備）の点検を実施したところ、燃料の供給を制御する

部品※２が不調であることを確認しました。 

そのため、当該部品を取り替え、定期試験を実施し、運転状態に問題がないことを 

確認したことから、５月２２日１５時５分、通常状態に復旧しました。 

本事象によるプラントへの影響および環境への放射能の影響はありません。 

今後、詳細を調査します。 

 
※１ 伊方発電所３号機は、全交流動力電源喪失時にプラントに直流電源を供給するための７５ｋＶＡ

電源車を３台保有している。保安規定の運転上の制限は、７５ｋＶＡ電源車２台の待機が要求 

されている。本事象においては、当該電源車以外の他の２台の７５ｋＶＡ電源車が起動可能で 

あることを確認しており、当該運転上の制限は満足している。 

※２ エンジンの回転速度と速度設定値とを比較し、その差に基づいて制御信号を生成するガバナ  

コントローラと、その制御信号に従い、制御機構を介してエンジンの燃料供給系を制御する  

アクチュエータから構成される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊方発電所３号機 ７５ｋＶＡ電源車 概略系統図 

 

 

２．伊方発電所における協力会社作業員の負傷について 

 

５月１８日、伊方発電所構内の屋外（管理区域外）において、協力会社作業員が  

パトロール中に段差につまづき転倒し、右肩を負傷したことから、同日２０時０分に 

社有車により病院へ搬送しました。 

当該作業員は、５月１８日に病院で診察および処置を受け、５月１９日、「右上腕 

骨近位端骨折」と診断されました。 

なお、当該作業員は意識があり、汚染、被ばくはありませんでした。 
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別紙２ 

伊方発電所における通報連絡事象の報告書概要 

 
１．伊方発電所２、３号機 緊急時対策支援システムへのデータ伝送停止による運転上の

制限の逸脱について 

 

○事 象 

通常運転中の伊方発電所３号機において、４月１３日９時３２分、伊方発電所１号機

プラント計算機の点検のため、緊急時対策支援システム※１への伊方発電所１号機の 

データ伝送を停止する必要があったことから、伊方発電所構内総合事務所の緊急時  

対策所（管理区域外）にある安全パラメータ表示システムの所内表示端末による停止 

操作を実施しました。 

伊方発電所２号機および３号機についても、緊急時対策支援システムへのデータ伝送

が停止していることを同日１２時２０分に確認したことから、伊方発電所原子炉施設 

保安規定に定める運転上の制限※２から逸脱したと判断しました。 

プラントの運転および監視に問題はなく、その後、速やかに、伊方発電所２号機  

および３号機の緊急時対策支援システムへのデータ伝送を再開し、同日１２時２９分に

運転上の制限の逸脱から復帰しました。 

本事象によるプラントへの影響および周辺環境への放射能の影響はありませんでした。 

 
※１ 原子力規制庁が所有するシステム。伊方発電所が正常に稼働しているかどうかを常時確認し、 

事故が発生した場合は事故状態の確認・判断、今後の事故進展を解析・予測するために使用  

されている。 

※２ 保安規定では、データ伝送に係る運転上の制限として、所内および所外へ伊方発電所３号機の 

データの伝送が可能であることを求めている。 

 

○原 因 

①２０２５年度から本事象発生まで、緊急時対策支援システムへの伊方発電所１号機

～３号機のデータ伝送を停止する作業が続いていたことから、データ伝送停止操作

を実施した社員は、本事象の作業も伊方発電所１号機～３号機のデータ伝送を停止

する計画と思い込んでいました。 

②当該社員は、上記①の思い込みがあったことから、事前に作成していた点検   

予定表※３を確認せずに、伊方発電所１号機～３号機のデータ伝送停止操作を実施

しました。 

③当該社員の管理者は、データ伝送停止作業は、計画的な点検に伴い、定例的に実施

している簡易な操作であったことから、当該社員に作業の管理および実施を任せて

おり、関与が不足していました。 

・所内表示端末に操作許可を与える操作許可器具は当該社員が管理していました。 

・データ伝送停止作業は、管理者の承認を得ることなく、当該社員のみでデータ 

伝送停止操作を実施できる運用としていました。 

・データ伝送停止作業の手順書は、データ伝送の停止対象号機の区別をしておらず、

操作箇所の説明に留まっているものとなっており、データ伝送停止作業の手順書

を社員が使用する際、管理者の承認を得る運用となっていませんでした。 

 
 ※３ 緊急時対策支援システムに関連する装置等の点検を行う場合、伊方発電所から緊急時対策支援 

システムへのデータ伝送においてデータの欠測等が発生する可能性があることから、事前に  

原子力規制庁へ提出を行う点検の周期を記載したもの。 

  



 

 

 

 

 

○対 策 

①本事象について、事象概要や原因・対策についてヒューマンファクター教訓   

シート※４に整理し、所内へ周知することで注意喚起を図りました。 

②データ伝送の停止対象に関する思い込み、確認漏れに対する再発防止のため、以下

の対策を講じることとしました。 

・データ伝送停止の対象となる号機ごとに、新たに手順書を作成しました。 

・新たに作成した手順書において、点検予定表を用いてデータ伝送の停止対象号機

を確認するなど、データ伝送停止操作前の読み合わせで実施する手順を明記  

しました。 

・注意喚起を目的として、データ伝送の停止操作前にデータ伝送の停止対象号機の

確認を行うことを明記した注意表示を所内表示端末へ掲示しました。 

・データ伝送停止操作に必要な操作許可器具は、管理者が管理することとし、  

管理者が貸出許可を与える運用としました。 

・データ伝送停止操作前に、管理者が点検予定表を使用し、手順書のデータ伝送の

停止対象号機の確認を行うことで、手順書を承認する運用としました。 

③所内表示端末におけるデータ伝送停止操作を有効とするパスワードについて、伊方

発電所１号機～３号機に対し、全て同じパスワードを使用していたことから、今後、

設備改造を行うことで、伊方発電所１号機～３号機ごとにデータ伝送停止操作を 

有効とするパスワードを異なる設定とし、データ伝送の停止対象号機の意識付けを

徹底します。 

 
※４ ヒューマンファクター事象が発生した際に、原因と対策を整理し、類似事象の発生を防ぐために

教訓として作成するシート。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ伝送経路の概略系統図 
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